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信州公衆衛生学会（年次別開催地）

回 年 月 開催地 会長

1 2006 年 8 月 長野 藤島　弘道

2 2007 年 8 月 松本 福嶋　義光

3 2008 年 8 月 駒ヶ根 深山　智代

4 2009 年 8 月 松本 園原　規子

5 2010 年 8 月 松本 西澤喜代子

6 2011 年 8 月 駒ヶ根 石井　　誠

7 2012 年 8 月 塩尻 牧　　　茂

8 2013 年 8 月 長野 小泉　典章

9 2014 年 8 月 松本 寺井　直樹

10 2015 年 8 月 上田 藤澤美和子

11 2016 年 8 月 佐久 征矢野あや子

12 2017 年 8 月 松本 金井　　誠

13 2018 年 8 月 松本 日野　寛明

14 2019 年 8 月 長野 田中ゆう子



会場　　信州大学医学部旭総合研究棟9 F　講義室A・B
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会場は、信州大学医学部『旭総合研究棟』9階にございます。
自家用車でお越しの方は医学部附属病院駐車場をご利用ください。受付にて、当日の駐車料金が 200 円と
なる駐車券をお渡しいたします。
建物や駐車場の位置はキャンパスマップをお示ししますのでご確認ください。
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■学会運営についてのご案内
1．第 13 回信州公衆衛生学会・学会総会運営要領

1）学会参加について
会場への入場は、信州公衆衛生学会会員に限ります。会員でない方は、当日受付で当日参
加登録（1,000 円）、もしくは入会（年会費 2,000 円）をした上でご参加ください。

2）当日資料について
当日は資料を配布いたしません。信州公衆衛生雑誌を各自ご持参ください。

3）当日の昼食について
当日は事務局による昼食の用意はございません。予めご用意いただくか、医学部附属病院
外来診療棟 5F「ソレイユ」、東病棟 10F レストラン、周辺施設をご利用ください。

4）各種認定単位
本学会への参加は、日本公衆衛生学会認定専門家研修会、社会医学系専門医協会「社会医
学系分野に関連する講習の受講」の対象研修会、日本薬剤師研修センター研修認定薬剤師
制度に認定されています。

2．一般演題の発表について
1）発表者の皆様へ

①一般演題は口演発表のみです。
②口演発表は Power Point によるコンピュータ─プレゼンテーションのみとします。
③ 利益相反について開示していただきます。タイトルページの下部に以下の図を参考に利益

相反について明示してください。利益相反の詳細は学会 HP をご覧ください。

④ 発表時間は 6 分、質疑応答時間は 4 分です。発表原稿はこの範囲で適切にご用意ください。
⑤ 使用されるパワーポイントを 8 月 17 日（金）までに信州公衆衛生学会事務局まで電子メ

ールまたは磁気媒体でお送りください。写真などが多く容量が多い場合は CD─R や USB
メモリなどでお送りください。アプリケーションは Windows 版 Power Point 2010、2013、
2016 で作成をお願い致します。フォントはできるだけ MS ゴシック、MSP ゴシック、
MS 明朝、MSP 明朝、Arial を使用してください。

送付先　〒 390─8621　松本市旭 3─1─1
　　　　信州大学医学部衛生学公衆衛生学教室内　信州公衆衛生学会事務局
　　　　TEL　0263─37─2622　　E─Mail　s_kouei@shinshu-u.ac.jp

2）座長の先生方へ
① ご担当のセッション開始 15 分前までに、会場へお入りください。特に受付は設けません

ので、ご担当の時刻になりましたら座長席に着席いただき、適時開始してください。
② 一般演題の発表時間は 6 分、質疑応答時間は 4 分です。進行は座長に一任致しますので時

間内に終了するようご配慮ください。なお、タイムキーパーはつきません。
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■プログラム
第 13 回信州公衆衛生学会総会

　大会テーマ　「～人に寄り添い、地域とともに歩む～」

　 9：45～10：15　総会
　　　　 司会　塚原照臣（信州公衆衛生学会事務局長、信州大学医学部）
　　　1．挨拶　野見山哲生（信州公衆衛生学会理事長、信州大学医学部）
　　　2．議事
　　　　 （1）平成 29 年度事業報告・決算（案）、会計監査報告
　　　　 （2）平成 30 年度事業計画・予算（案）
　　　　 （3）学会役員の人事
　　　　 （4）その他
　　　3．第 13 回信州公衆衛生学会　会長挨拶
　　　　　　日野寛明（長野県薬剤師会）
　　　4．学会賞（奨励賞）表彰
　　　5．第 14 回信州公衆衛生学会　会長挨拶
　　　　　　田中ゆう子（全国保健師長会長野県支部）
　　　6．その他

　10：15～12：10　一般口演

　12：10～13：30　昼食休憩／理事会

　13：30～14：00　【公開講座】大会長講演
　　　　　　　　『地域包括ケアにおける薬剤師の取組み』
　　　　　　　　　　　日野寛明（長野県薬剤師会長）

　14：00～15：00　【公開講座】特別講演
　　　　　　　　『地域包括ケアシステムにおける薬局・薬剤師の役割
　　　　　　　 　～多職種連携のなかで薬剤師とどう組むか？～』
　　　　　　　　 　　狭間研至（日本在宅薬学会理事長・ファルメディコ（株）代表取締役社長）

　15：00～15：20　休憩

　15：20～16：55　一般口演

　17：00～　　 　懇親会　会場：旭総合研究棟　8 階　チュートリアルルーム 2
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■大会長講演

9 F　講義室　A・B 13：30～14：00

　　『地域包括ケアにおける薬剤師の取組み』
　　　講師　　　日野寛明（長野県薬剤師会長）

■特別講演

9 F　講義室　A・B 14：00～15：00

　　『地域包括ケアシステムにおける薬局・薬剤師の役割
　 　～多職種連携のなかで薬剤師とどう組むか？～』
　　　講師　　　狭間研至（日本在宅薬学会理事長・ファルメディコ（株）代表取締役社長）
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■一般演題発表

9 F　講義室 A・B

　10：15～11：05　保健行動・健康教育、医療制度・医療政策　演題 1 ～ 5
　　座長　小松仁（長野県大町保健福祉事務所）、髙田弘子（長野県薬剤師会）

 1．無薬局地域における多職種連携による服薬支援・健康サポート事業
　　～長野県薬剤師会の取り組みについて～
　　岩下　誠（一般社団法人長野県薬剤師会）
 2．「おくすりバッグ」を活用した飲み残し・飲み忘れ防止事業について
　　～長野県薬剤師会の取り組みについて～
　　竹内桂子（一般社団法人長野県薬剤師会）
 3．飯田下伊那地域における医療安全連携
　　南信州医療安全ネットワークの取り組み
　　川上善久（飯田市立病院）
 4．飯山市国保データヘルス計画の策定と課題
　　田中由美子（飯山市保健福祉課）
 5．佐久地域における救急搬送の向上の取組とその成果
　　小林良清（長野県長野保健福祉事務所）

　11：20～12：10　公衆栄養　演題 6 ～ 10
　　座長　小林晶子（長野県栄養士会公衆衛生事業部）、市川政恵（全国保健師長会長野県支部）

 6．佐久地域における減塩キャンペーンの 3 年間の取組について
　　小林秀子（長野県佐久保健福祉事務所）
 7．地域課題に応じた減塩等モデル事業の結果から
　　羽根田洵子（長野県健康増進課）
 8．長野県の食塩摂取量目標値の認知度とその傾向─小海町の住民調査より─
　　今村晴彦（東邦大学医学部社会医学講座衛生学分野）
 9．健康教室参加者の塩分チェックシート得点と汁物の塩分濃度について
　　友竹浩之（飯田女子短期大学）
10．長野県内の女子短大生の摂食態度について
　　杉山英子（長野県立大学健康発達学部）

No. 1, 2018 17



　15：20～16：00　親子保健・学校保健、精神保健　演題 11 ～ 14
　　座長　塚田昌大（長野県松本保健福祉事務所）、田中ゆう子（長野県健康増進課）

11．長野県の小中学生の身体活動・運動、生活習慣等の特徴
　　～全国データの都道府県比較から～
　　岡田真平（公益財団法人身体教育医学研究所）
12．信州母子保健推進センターと保健福祉事務所の協働による乳幼児健康診査見直し支援の取組
　　小山佐知恵（長野県長野保健福祉事務所）
13．療育施設を利用している発達障害児（疑い含む）の父親の育児実態と支援の検討
　　～父親・母親の比較検討 ～
　　石田史織（信州大学医学部保健学科）
14．長野県版依存症治療・回復プログラム『ARPPS』を用いた当事者グループミーティング

のあり方についての検討　平成 27 年度から平成 29 年度のケースの分析
　　柏崎　由（長野県精神保健福祉センター）

　16：15～16：55　地域保健、産業保健　演題 15 ～ 18
　　座長　小林良清（長野県長野保健福祉事務所）、川原一郎（松本歯科大学歯学部）

15．長野県松本保健福祉事務所が行うスギ・ヒノキ花粉飛散情報提供の有用性についての検討
　　下平奈緒子（長野県松本保健福祉事務所）
16．しあわせ信州ご当地体操コンテスト 11 年間の取組　今後の地域健康づくりへの課題
　　諏訪直人（日本健康運動指導士会長野県支部）
17．看護師の情動知能に関する研究─看護基礎教育別での検討─
　　白井佑季（横浜市立市民病院）
18．保護マスクの漏れ率に装着指導、発声等が与える影響に関する調査研究
　　水木　将（信州大学医学部衛生学公衆衛生学教室）
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■一般演題発表

　10：15～11：05　保健行動・健康教育、医療制度・医療政策　演題 1 ～ 5
　　座長　小松仁（長野県大町保健福祉事務所）、髙田弘子（長野県薬剤師会）

　11：20～12：10　公衆栄養　演題 6 ～ 10
　　座長　小林晶子（長野県栄養士会公衆衛生事業部）、市川政恵（全国保健師長会長野県支部）

　15：20～16：00　親子保健・学校保健、精神保健　演題 11 ～ 14
　　座長　塚田昌大（長野県松本保健福祉事務所）、田中ゆう子（長野県健康増進課）

　16：15～16：55　地域保健、産業保健　演題 15 ～ 18
　　座長　小林良清（長野県長野保健福祉事務所）、川原一郎（松本歯科大学歯学部）

9 F　講義室 A・B 10：15～16：55
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